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工業外国語 

（English for Information Engineering）

５年・後期・１学修単位(β)・必修 

情報工学科・担当 井上一成      

〔準学士課程(本科 1-5 年) 

学習教育目標〕 

（2） 

〔システム創成工学教育プログラム

学習・教育目標〕 

D-1（70％），C-2（30％） 

〔JABEE 基準〕 

 

(d-2a),  (f) 

〔講義の目的〕 技術者として必要な英語による科学・技術文献等や各種資料を理解する。 

英語による技術発表の実践能力を身につける． 

 

〔講義の概要〕 

授業は，日本人講師による講義・演習を 5週と、外国人講師による講義（ネットワーク技術を 

中心としたトピックス）・演習を 10 週、計１５週で行う。 

 授業では、講義・演習に加えて、グループディスカッション、グループ発表、個人発表など様々な 

形式を取り入れる。 

各自ノートをとり、また質問意見等、積極的に参加すること。 

 

〔履修上の留意点〕 

 基本的な語彙、英文読解および英作文の知識や専門用語を始め，各自の研究テーマに関する基礎知 

識が必要である．授業における議論に積極的に参加すること． 

〔到達目標〕 

 各自の関連技術分野に関する基礎的な英文を正確に理解でき，要約できること． 

また自分の考えた内容を要領良く発表できること． 

〔自己学習〕 

授業では、聴く力、話す力、書く力を養います。とくにプレゼンテーションは聴き手に配慮し、 

準備は入念に行ってください。 

〔評価方法〕 

 課題やレポート 60％と、発表や議論への参加、授業への取り組み）40％を総合して， 

評価する．定期試験は実施しない． 

〔教 科 書〕  自主教材を使用する．各自ノートを作成すること． 

〔補助教材・参考書〕  必要に応じて適宜紹介する． 

〔関連科目〕 
 英語（一般科目），情報ネットワークを中心とした専門基礎科目，卒業研究課題の関連科目 
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講義項目・内容 

週数 講義項目 講義内容 
自己 

評価＊

 

第１週 

 

概論 
本講義の概要 

グループ決め 
 

 

第 2 週 

 

外国人講師による講義・課題 Topics #1  

 

第 3 週 

 

外国人講師による講義・課題 
Topics #2 

グループ討議、グループ発表 
 

 

第 4 週 

 

外国人講師による講義・課題 Topics #3  

 

第 5 週 

 

外国人講師による講義・課題 
Topics #4 

グループ討議、グループ発表 
 

 

第 6 週 

 

外国人講師による講義・課題 Topics #5  

 

第 7 週 

 

外国人講師による講義・課題 
Topics #6 

グループ討議、グループ発表 
 

 

第 8 週 

 

外国人講師による講義・課題 Topics #7  

 

第 9 週 

 

外国人講師による講義・課題 
Topics #8 

グループ討議、グループ発表 
 

 

第１0週 

 

外国人講師による講義・課題 Topics #9  

 

第１1週 

 

外国人講師による講義・課題 
Topics #10 

グループ討議、グループ発表 
 

 

第１2週 

 

個人発表 個人発表 1  

 

第１3週 

 

個人発表 個人発表 2  

 

第１4週 

 

個人発表 個人発表 3  

 

第 15 週 

 

Reserved 
 

 

 

＊４：完全に理解した, ３：ほぼ理解した, ２：やや理解できた, １：ほとんど理解できなかった, ０：まったく理解できなかった． 

 （達成） (達成) (達成) (達成) (達成) 


